
第二章

四つ葉の少女
翌日の休み時間、

あさひ

朝日が窓から教室に
さ

差し
こ

込む中、エリカの机の側をある女の子が通り

かかった。少女の首には
よ

四つ
ば

葉のクローバー

のネックレスが
かがや

輝いていた。

「ねえねえ！この質問の答え、教えてくれる？

」

エリカは少女に声をかけた。しかし少女はそ

れに答えず、
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